


























































本論文では､fMRI環境で応用可能な広視野 (水平視野 :120deg,垂直視野 ･.120deg)視覚実験装置を製作
して､機能的核磁気共鳴画像法を用いたヒトの広視野の視覚メカニズムを研究する内容であり,得られた主
な研究結果は下記のとおりである｡
1.ヒトの周辺視野特性の解明に向けた第一歩として､開発した視覚刺激呈示装置を用い､脳内における
中心-周辺視野の脳内再現部位の特定に関するfMRI実験を行った｡その結果､初めて偏心角が0-60
度範囲で生きているヒトの大脳視覚皮質の拡大率の定量計測に成功した｡
2.広視野視覚実験装置を用いて､ヒトの中心と周辺視野の時間周波数応答特性やコントラスト感度特性
を検討した｡その結果､時間周波数特性に関しては､偏心角が20､40deg条件では､初期視覚鏡野 (Vl,
v2)において､4から8Hzの時間周波数に対して応答特性の感度が高いことを明らかにした｡偏心角
60degの条件では各時間周波数の応答特性の感度が同程度であることが分かった｡
3.広視野運動刺激を利用して､特に生きているヒトの広視野視覚運動関連領域 (MST)を定位して､運
動視覚関連簡域 (MT+)から (MT/MST)野に分けることに成功した｡
本研究の成果として､査読ありの学術論文誌に3件 (1件ImpactFactor2.77､1件ImpactFactor6.258)､査
読ありの国際会議講演論文集に10件の論文が掲載された｡また､国外内の学会で12回発表した｡研究成果は
高く評価されて国際会議優秀論文発表賞も受賞した｡
以上のように本研究は､新しく構築した広視野視覚実験装置を用いることで,ヒトの中心 ･周辺視野を含
む広視野における視覚認知特性や視覚メカニズムを解明した｡よって､審査委員会委員は全員一致して､本
論文は博士 (工学)の学位授与に値すると判定したQ
